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Mnemonic　Rhymesと英語のイメージ

遠　藤　祥　雄

1’mAlpha　and　Omega，　the　first　and　the　Iast．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Revelation，1．8

はじめに

　　いきなり長々とした引用になってしまうが、James　Thurberの寓話Fables

for　Our　Timeから‘The　Owl　Who　Was　God’の考察から始めたい。

　　Once　upon　a　starless　midnight　there　was　an　owl　who　sat　on　the　branch　of

an　oak．　Two　ground　moles　tried　to　slip　quietly　by，　unnoticed．“You！”said　the

owl．“Who？”they　quavered，　in　fear　and　astonishment，　for　they　could　not　be－

1ieve　it　was　possible　for　anyone　to　see　in　the　darkness．’‘You　two！”said　the　owL

The　moles　hurried　away　and　told　the　other　creatures　of　the　field　and　forest　that

the　owl　was　the　greatest　and　wisest　of　all　animals　because　he　could　see　in　the

dark　and　because　he　c皿ld　answer　any　questions．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　James　Thurber：Fables∫for　Our　Time

　1940年に出版されたこの小話の文末には、Abraham　Lincolnの演説をもじっ

て‘You　can　fool　too　many　of　the　people　too　much　of　the　time’というmoralが

加えられたことから考えて、寓意の対象はまずアドルフ・ヒットラーだと判断

できる。

樫の木に住む泉の鳴き声tu－whuを‘you’と‘two’とに聞き違え、その慧眼

に心服して臭を神と仰ぐ動物たちに、作者は独裁者に追従する愚かな民衆を見
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ているのである。しかし、英語国民がこの導入部の臭から連想するのは、

Awise　old　ow川ived　in　an　oak，

The　more　he　saw　the　less　he　spoke；

The　less　he　spoke　the　more　he　heard．

Why　can’t　we　all　be　like　that　wise　old　owl？

というnursery　rhymeに違いない。力の象徴である樫の木に住み、威風堂々

とした（grave　as　an　owD賢者（wise　as　an　owDと見えた桑が、実は‘stu－

pid　as　an　owrであることを予測できるのは、　nursery　rhymesを唄って遊ん

だ経験なのである。この寓話が寓意するものが何であれ、oakとowlとnursery

rhymeの結びつきが、英語国民にとっては常識であっても、幼児体験を共有

していない我々にとっては、寓意は理解できてもことば遊びの楽しさは共有で

きる筈もない。泉を唄った二律背反する格言唄を、機智とhumorで共存させ

てきた歴史こそ英国民の中庸の精神の歴史でもあるのだ。

　そこで今回のこの小論で考察しようと考えたのは、alphabet　rhymesなどに

よって得られる幼児体験としてのnursery　rhymesの効用なのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　英語のalphabetの語源はラテン語のalphabetであるが、このラテン字母

も究極的にはGreek　Letter（ギリシャ字母）に遡る。　alphabetということば

自体も、ギリシャ字母の最初の文字、alphaとbetaとを組み合わせて作られ

た。ここから英語のalphabetをABCと呼び、　alphabetの文字全体の呼び名

とする慣習が生まれた。

　文頭に引用した新約聖書のことばも、物事の「はじめ」（alpha　or　A［＝the

fi　rst　or　the　beginning］）と「おわり」（omega　or　Z［＝the　last　or　the　endl）の

意味に用いられると同時に、全体（from　beginning　to　end）や欠くことので
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きない重要な事柄（the　most　important　part　of　something）をも指している。

ここからABCが慣用表現として、人間の知識の基本（the　rudiments　of　any

fi　eld　of　knowledge　or　practice）を表すことばとして定着したのである。

　このためalphabetの中の文字を借用した英語の慣用表現は豊富で、例えば

‘three　R’s’は「読み書き算数（reading，　writing　and　arithmetic）」の教育の基

礎を表すが、‘the　three　D’s’であれば＜Dicing，　drabbing，　and　drinking　are　the

three　D’s　to　destruction．　＝飲む・打つ・買うは破滅への基礎科目〉となってし

まう。またalphabetの学習上から生じたと思われる成句もかなり多い。‘mind

your　p’s　and　q’s’は、　alphabetを習い始めた小さな子どもに〈mind　one’s　p’g．

and　q’sニto　act　with　propriety；observe　all　the　rules　of　etiquette　and　conduct＝

小文字のpとqの形に気をつけるように〉と教えた成句で、大きな髪が流

行したルイ14世時代のフランスで、ダンス教師が生徒に足（pieds）と髪

（queues）に気をつけるようにいったことばが起源だとも言われている。ま

た、‘dot　the　i’s　and　cross　the　t’s’は、小文字のiのdot（＝点）を忘れずに

打ち、tのcross（＝横棒）にも気を配るように、‘have　an　M　under　one’s　girdle

（or　belt）’は、他人の名にはMr．，　Mrs．，　Master，　Mistressの敬称を付けて呼

び捨てにはするな、と教えた教師のことばから生じた表現だという。

　こうしたalphabetは、音韻的にも視覚的にも秩序だったわが国の「あいう

えお50音図」とくらべて、統一を欠き抽象的であるだけに、かえって自由な

連想を呼び、多くの文字遊びを喚起したらしい。

Awas　an　archer，　who　shot　at　a　frog；

Bwas　a　butcher，　and　had　a　great　dog．

Cwas　a　captain，　all　covered　with　lace，

Dwas　a　drunkard，　and　has　a　red　face．

Ewas　an　esquire，　with　pdde　on　his　brow，

Fwas　a　farmer，　and　followed　the　plough．
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Gwas　a　gamester，　who　had　but　ill　luck，

Hwas　a　hunter，　and　h皿ted　a　duck．

Iwas　an　innkeeper，　who　loved　to　carouse，

Jwas　a　joiner，　and　built　up　a　house．

Kwas　King　William，　once　governed　this　land，

Lwas　a　lady，　who　had　a　white　hand．

Mwas　a　miser，　and　hoarded　up　gold，

Nwas　a　noble　man，　gallant　and　bold．

Owas　an　oyster　gir1，　and　went　about　town．

Pwas　a　parson，　and　wore　a　black　gown，

Qwas　a　queen，　who　wore　a　silk　slip，

Rwas　a　robber，　and　wanted　a　whip．

Swas　a　sailor，　and　spent　all　he　got，

Twas　a　tinker，　and　mended　a　pot．

Uwas　a　usurer，　a　miserable　elf，

Vwas　a　vintner，　who　drank　all　himself．

Wwas　a　watchman，　and　guarded　the　door，

Xwas　expensive，　and　so　became　poor．

Ywas　a　youth，　that　did　not　love　school，

Zwas　a　zany，　a　poor　hamlless　fboL

　　AからZまでをリズミカル唄った上掲のrhymeは、＜Tom　Thumb’s　Al－

phabet＞と呼ばれるalphabet学習用のrhyming　alphabetである。古くから北

ヨーロッパに伝承されているnursery　taleの主人公の名に因んだこの種の

alphabet　rhymesにはversionも多く、それぞれの文字（letter）に与えられ

たイメージや性格付けも変化に富み、nonsenseな楽しさが溢れている。

　　15世紀から16世紀までのalphabetは、大文字や小文字と数字などを紙枠の
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中に羅列し、透明な角の薄片を貼った〈hom　book＝角本〉と呼ばれる単なる

字母表にすぎなかったが、17世紀になるとalphabet　bookにもさまざまな工

夫が凝らされ、上のような楽しく遊べるrhyming　alphabetが数多く現れるよ

うになった。versionによってはalphabetの文字数がtwenty－fiveとあるが、

これは18世紀までiとjは同じ文字で、vがuの代用をしていたためで、

ampersand［＝＆］を加えて25文字としていたからである。　British　Museumの

図書館などのcatalogueが、今でもJは1の項でUがVの項に入れられてい

るのもこの名残なのである。

　AからZまでのそれぞれの文字の持つイメージを例示すると、まずAか

ら喚起されるのは、apple　pie。連想される動物はapeで、人間ならarcherや

angler。だが狩人の腕前は‘A　was　an　Archer　and　shot　at　a　frog，／But　missing

his　mark　shot　into　a　bog．’というお粗末な腕。太公望にしたところで、結果

は‘Awas　an　angler，1　Went　out　in　a　fog；／Who　fish’d　all　the　day，1And　caught

only　a　frog．’という惨めなもの。　Bは「いろはのいの字も知らない（‘He　knows

not　B　from　battiedore［＝battledore　book＝hom　book］’二角本）」blockheadで、

‘Bfor　a　blockhead，　who　ne’er　shall　go　there；’と唄われる。　versionによって

はBはbutcherかblind　man。両者ともに’＿had［or　led　by】agreat［or　bull】

dog．’と、大型犬を連れている。　Charles　Dickensの小説Oliver　Twistに登場

するあの非情な盗賊Bill　Skiesも、　Bの名に恥じず大きな犬を飼っているの

も、alphabet　rhymesのイメージと無縁ではないのだ。　Dはその安定感のない

文字に姿形が似たduckで、人間なら赤ら顔の呑み助か、　fat　Dickと呼ばれ

るデブ。勉強も遊びも眼中にはなく、食い気だけは人一倍（‘D　was　fat　Dick，

／Who　did　nothing　but　eat；／He　would　leave　book　and　play／For　a　nice　bit　of

meat．’）だから、‘Dickey，　Dickey，　Doubt．／Your　shirt　hangs　out．／＿’と離され

れて椰楡の対象となる。Fはfox。当然ながら悪賢い（‘F　was　a　fox，1So　cun－

ning　and　sly；Who　looks　at　the　hen－roost＿，ノIneed　not　say　why．’）が、人間

であれば「日々鋤を追いかける（‘＿，and　followed　the　plough．’）」豊かで正
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直で賢い（‘＿，rich，　honest，　and　wiser；／＿’）お百姓。　Lはlark　（‘L　was　a

lark，ハVho　sings　us　a　song，／And　wakes　us　betimes／Lest　we　sleep　too　long．’）

や白い手（‘＿had　a　white　hand’）をしたladyと好印象。ただし1をliarと結

んだversionや‘He　that　loves　glass　without　a　g，／Leaves　out　l　and　that　is　he．’

という「字加減謎」的な諺もあって、womanがwoe　to　the　manであるとし

た通俗語源説（Folk　etymology）が幅を利かせる国だけのことはある。つまり

glassからgをとるとlass。　lassから1をとるとass［＝foo1】だから、‘He　who

loves　lass　is　an　ass．▼というわけ。　P　and　Qは‘be　of　prime　quality・＝一級品で

ある’ことから店の名前などにも使われるが、次のRが‘R　ig．　the　dog’s　letter．

＝Rは犬の文字である’と呼ばれるのは、犬の‖念り声が‘r，r，　r，＿’と聞こえる

ため。このRのイメージもrobber，　rogueと余り芳しいものではなく、Sはsailor

で、〈船乗りの一散食い＝Sailor　get　money　like　horses　and　spent｛t　like　an

ass．〉という諺通り「宵越しの金は持たぬ（‘＿spent　all　he　got’）」浪費家だ。

　文字によっては人名と結びつくものもあり、KはWilliam　the　Conquerorと

して知られるKing　Williamで、　XはXerxcs　the　greatのペルシャ王Xerxes

Iと実在の王様。JのJoe　Jenkinsは、二組に分かれた一組が‘Up　Jenkins’の

掛け声を合図に、コインなどを後ろ手に順送りして行き‘Low　Jenkins’で別の

一組がコインのholderを当てる子どもの遊び。　MはMiss　Mollyで「美しい

が愚かな女；（罪人・浮浪者’の）情婦；売春婦（prostitute）」の代名詞。

Dickens、　T．　Hardy，　George　Eliot，　Thackerayなど多くの小説で、ぐずで身持

ちの悪いservantの名として用いられている。　NはMrs．　Nobodyで、つまら

ない人物の呼び名。こうしてそれぞれの文字から連想されるイメージは随意多

様で、イソップ寓話的なものもあれば、

Tis　trumpeter

　　　Blowing　his　hom，

Who　tells　us　the　news
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As　we　rise　in　the　morn

と、人物に結び付く唄もある。三角帽子に長マント、青い半ズボンに金の留め

金の靴。鈴やラッパを合図に公の布告をふれて歩いた「町のふれ役人」

（town［or　common］crier＝trumpeter）を唄ったこのrhymeは、往時の生活

を彷彿させる一幅の絵となって我々を魅了する。19世紀になって新聞の勢力

に圧倒され次第に姿を消して行ったふれ役人も、街路や酒場を賑わせた大道芸

人のMollyも、唄の中では今なおtrumpetを吹き鳴らし、見事な曲芸を披露

しているのだ。

　　　　　　　　　　　　　（2）

Annaαte　anαPPIeαt　her　aunt’s　opartmenし

8illy占oughtわigわ1ueわoat．

Can　you　catch　copPer　colored　cats？

Doゴt　fall　down　the∂ark　deep∂rain．

　alphabetの一文字ごとに頭韻を並べて唄を作り、rhymeに合わせて鞠をつい

て遊ぶ。　「神田鍛冶町角の乾物屋で買った勝ち栗堅くて噛めない」に似た口遊

びの楽しい〈alphabet　ball＝ABC手毬唄〉である。同じような口遊びには、‘I

Love　My　Love　with　an　‘A’，　because　she　is　amiable；／1　hate　her　with　an‘A「，

because　she　is　artful．　／　Her　name　is　Alice，　she　comes　from　America　and　I　gave

her　an　apple．1と唄い、‘Why　is　the　letter‘b’like　hot　fire？　　Because　it

makes　oil　boil．’や‘Why　is　the　letter‘b’like　hot　fire？　　Because　it　consists

of　letters．’といった〈punning　riddle＝しゃれ謎〉で遊ぶうちに、子どもはご

く自然に語彙を増やしeuphony効果を体得して行くのである。

Bow－wow，　says　the　dog，
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Mew，　mew，　says　the　cat，

Grunt，　grunt，　goes　the　hog，

And　squeak　goes　the　rat，

Tu－whu，　says　the　owl，

Caw，　caw，　says　the　crow，

Quack，　quack，　says　the　duck，

And　what　cuckoos　say　you　know．

　音声が意味と結び付きことばとして機能し始めると、子どもはこうした＜

jingle＝口遊び唄〉を楽しむようになる。意味とはいってもこの段階でのこと

ばは、一義的な指示的用法としてのことばに過ぎない。しかし異文化の中で

育った者にとって、鳴き声や擬音は案外に難しい。これには辞書も解決を与え

てはくれない。犬がワンワンとは吠えずbow－wowと吠え、臭がtu－whuと

鳴き、桃がrub－a－dub－dubと流れてくることを知るのは、その言語の文化圏

での幼児体験に負うところが大なのである。

Brow　Bender，

Eye　Peeper，

Nose　Dropper，

Mouth　Eater，

Chin　ChoPPer，

Knock　at　the　Door，

Ring　the　bell，

Lift　up　the　latch，

Walk　in，

Take　a　chair，

Sit　by　there、
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How　do　you　do　this　morning．

　Tommy　Thumb’s　Song　Book（1788）に掲載された幼児に顔の造作の名詞

を教えるrhymeで、大人が幼児の目や鼻や口に触れながら唄われる。額が市

長（Lord　Mayor）で、目が従者（his　men）右頬が雄鶏（cock）で左頬が雌鶏

（hen）で鼻は雛（little　chicken）といったイメージの結び付きも、やはり

nursery　rhymesの世界での連想なのである、幼児は「大藪（＝頭髪）小藪（＝

眉）小藪の下に光り物（＝目）ござる。光り物の下に高い山（＝鼻）ござる，．

高い山の下に狐穴（＝鼻）ござるtt狐穴の下に大川（＝口）ござる」といった

音韻の洪水の中で試行錯誤をくり返し、ことばの体系的な使用法を確立して行

くが、母親の膝の上やベッドのまどろみの中で聴いたnursery　rhymesやnurs．

ery　talesの与える影響力は、計り知れない奥行きと拡がりを持っているので

ある。dog：hog／cat：ratと響きを楽しみながらことばの適用法を学び、哺語

から音素の識別へと進んで行く過程が如何に大切かをrhymeは教えているの

である。

One，s　none、

Two’s　some，

Three’s　many，

Four’s　penny，

Five’s　a　little　hundred．

（3）

　数を覚え始めた子どもの、5という数字に対する新鮮な驚きを唄った〈

counting－out　rhyme＝数え唄〉である。小さな子どもたちは、このrhymeを

唱えながら〈battledore・and・shuttle－cock二羽根突き遊び〉のカウントを取った

りして遊ぶ。大人は子どもにキャンディーを与えながら、このrhymeを唄っ
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てキャンディーの数の多さを強調して見せたりする。こうして日常生活の中に

深く浸透したnursery　rhymesは、‘One　egg　is　none，／Two　somewhat．／Three

enough．／Four　be　too　many，／Five　gives　a　deadly　blow∵という、いかにも

Humpty　Dumptyのお国らしい替え唄で、こわばった日頃のことばに生き生き

とした血を供給しているのである。

One、　two，　three，　four，　five，

Once　I　caught　a　fish　alive，

Six，　seven，　eight，　nine，　ten、

Then　I　let　it　go　again．

Why　did　you　let　it　go？

Because　it　bjt　may　finger　so．

Which　finger　did　it　bite？

This　little　finger　on　the　right．

　上のrhymeも数で遊ぶ代表的な〈counting－out　rhyme＝数え唄〉である。

遊びの中で順番を決めたり鬼を決める時、rhymeの韻律にのせて一人二人と

数えて行き、‘again’や‘the　right’に当たった子どもが鬼になる。わが国の

「じゃんけん」のような決定方法を持たない代わりに、遊びの中にrhymesを

取り入れ、「鬼決め」そのものを遊びとしてしまう。〈toss－up＝銭投げ〉が

あっても、〈jon－ken－pon＝じゃんけん〉が輸入されても、これで鬼を決める

のではなく別の遊びとしてしまう。そして「鬼決め」には相変わらず複雑な

nursery　rhymesが使われているのだ。しかし、遊びの起源が古代の呪術や祭

祀に遡るとすれば、遊びの核をなすものは呪術としての「ことば」と、祭祀の

進行に伴なう「形式」なのではあるまいか。したがって遊びのプロセスの簡略

化が、遊びそのものの存在を危うくしかねないことを、子どもたちは経験から

割り出していたに違いない。
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　脚韻の効果を巧みに使い、storyとしての楽しさも加味した上掲のrhyme

は、〈jump－rope　rhyme＝縄跳び唄〉や〈finger　dance＝指遊び〉の唄として

も人気があるが、その人気の秘密は、このrhymeが遊びと密接に関わってい

るからに他ならない。遊びの中では体のリズムと心のリズムに合致した基本的

で単純なリズムが要求される。同じリズムに合わせて同じことばを共有して行

く中で、初めて連帯感が生まれる。各種の宗教が木魚・拍子木・太鼓などでリ

ズムを取り唱え文句を合唱するのも、これと同じことがいえる。このリズムの

流れが止まれば、連帯の輪も崩れる。＜the　Rhyming　Dumb　Crambo＞という

一種の語呂合わせ遊びでは、韻を踏み違えた子どもが負けとなるなど、リズム

や響きが重要な役割を果たしている。遊びの中では調子外れや不協和音は許さ

れないのだ。ことばを響きとリズムとして捉えて遊んだ経験が、ことばの律動

感を形成し、ことばに温もりと拡がりを与えていることを、われわれはもっと

見直す必要があるのではなかろうか。

One　for　sorrow，

Two　for　joy，

Three　for　a　Ietter，

Four　for　a　boy，

Five　for　silver，

Six　for　gold，

Seven　for　a　secret，　that’s　never　been　told，

Eight　for　a　letter　from　over　the　sea，

Nine　for　a　lover　as　true　as　can　be．

　カササギや大鴉などの鳥を見かけた場合、その鳥の数によって吉凶を占う

〈augury　rhyme＝占い唄〉である。　versionや地域によって異なるが、数が増

えるほど感情的で人間的なものから、物質的で具体的なものへと移って行く。
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これは、全ての数字は統一を表す1を起源とするため、1から離れれば離れる

ほど物質界に拡散し退行すると考えられているためらしい。また‘Trice　and

once　the　hedgepin　whined．　Shakespeare：Macbeth　’というように、奇数は凶

で、特に3と9は魔女の好む数字である。‘Three　Blind　Mice’や‘Three　Wise

Men　of　Gotham’といったrhymesから生じた3という数字に纏わるイメージ

を知らなければ、Sir　Andrew　Aguecheekが言及した酒場の看板‘We‘Three

＝おれたち3人（の馬鹿）Twelfth　Vight’のおかしさも半減してしまう。酒

場の看板といえば、‘The　Cat　and　the　Fiddle’，‘The　Duck　in　the　Pond’，‘The

Fox　and　Goose’なども、やはりnursery　rhymesに因んだ店名なのであり、こ

うした英語表現は、ことばの幼児体験なしには獲得の困難な響きと語感なので

ある。

Xshall　stand　for　playmates　Ten；

Vfor　Five　stout　stalwart　men；

Ifor　one，　as　rm　alive；

Cfor　a　Hundred，　and　D　for　five；

Mfor　a　Thousand　soldiers　true；

And　all　these　figures　I’ve　told　to　you．

　このrhymeでも、また英国人の豊かな遊びの精神が、英語の音韻機能を活

用してローマ数字を見事なrhymeへと凝縮している。〈ことば遊び〉ひとつ

をとっても、単なることばの羅列ではなく、韻を踏みリズムを整え格言で遊

び、形容詞を体で表現して遊ぶなど、nursery　rhymesという文化遺産の楽し

さ見事さなのだ。

　〈Proverbs＝諺遊び〉という遊びでは、鬼に内緒で諺を一つ決め、鬼の質問

にこの諺の単語を必ず一つ挿入して答える。鬼は質問を繰り返して、答えの中

から隠された諺をいい当てる。〈Words　and　Questions＝文の組み立て遊び〉



Mnemonic　Rhymesと英語のイメージ 13

では、別々の紙に名詞と質問を書き入れる。これを一度ばらばらにして名詞と

質問を組み合わせ、この名詞が質問の答えとなるように韻を踏んで文を作る。

また、〈Adjective　Games＝形容詞遊び〉では、鬼の質問に答えながら隠され

た形容詞を体で表現する。ことばの〈denotation＝外延〉と〈connotation＝内

包〉を結んで遊び、ことばのイメージを体で表現して遊ぶ。ここに根源的なこ

とば遊びの精神が、ことばを単なる意味伝達の道具に終わらせない英国文化の

原風景画あるのではなかろうか。

Twice　one　are　two，

Violets　white　and　blue．

Twice　two　are　four，

Sunflowers　at　the　door．

Twice　three　are　six，

Sweet　peas　on　their　stick．

　‘One，　two，　three，　four　／　Are　just　half　a　score．’といった足し算でも脚韻で遊

　　　に　　いちがに　　に　　にんが　し　　に　　さんがろく

び、　「2×1＝2、2×2＝4、2×3＝6＿」といった灰色の掛け算の暗表

まで花で彩り唄にしてしまう。こうした国民性の底にはnursery　rhymesで培

われた執拗なまでの詩精神が息づいているのだ。　「位置について一用意

どん！（‘On　your　mark－get　set［ニReadyl－o！’）」さえも唄に代えて

しまう。まず腰に手を当てて‘One　for　the　money，1Two　for　the　show，’と

唄って、‘Three　to　get　ready，’で腰をかがめ、‘and　four’と続けて‘go！’でス

タートを切る。遊びの中ではことばの節約やprocessの簡略化を断固として

拒み、むしろ手続きを複雑化させて楽しむ。こうした精神がことば遊びの見事

な実践であるJoyceの傑作Finnegans　Wakeを生み出す素地となっているこ

とはいうまでもない。
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Solomon　Grundy，

Bom　on　a　Monday，

Christened　on　Tuesday，

Married　on　Wednesday，

Took　ill　on　Thursday，

Worse　on　Friday、

Died　on　Saturday，

Buried　on　Sunday．

This　is　the　end

Of　Solomon　Grunday．

（4）

　子どもたちに一週間の曜日を覚えさせるための　（This　rhyme　was　perhaps

desired　to　teach　children　the　names　of　the　days　of　the　week．　The　Annotated

Mother（｝oose）〈gnomic　rhyme＝格言唄〉である。　a，　a，　a，　aと連続する脚韻

によって、哀れなGrundy氏の生涯は一週間に圧縮され、人の一生の見事な

比喩となっている。その情け容赦もなく単純化されたGrundy氏の一生の｛夢

さは、その極端なまでの圧縮ぶりに、かえってサラリとしていて繋りがなく恨

みがましさもない。

Tom，　Tom，　of　lslington，

Married　a　wife　on　Sunday，

Brought　her　home　on　Monday，

Bought　a　stick　on　Tuesday，

Beat　her　well　on　Wednesday，

Sick　was　she　on　Thursday，

Died　was　she　on　Friday，
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Glad　was　Tom　on　Saturday　night

To　bury　his　wife　on　Sunday．

　同じ曜日を唄い込んだ〈gnomic　rhyme＝格言唄〉であるが、その誇張され

たシニカルな亭主像を、たとえ相手が子どもであっても手抜きをせずに与えて

しまう。いや、むしろnursery　rhymesはその時代の恨みや不満を子どもに唄っ

て聞かせたのだともいえる。生涯を独身で過ごしたCharles　Lambがこの唄

を愛唱したというが、こんな程度で驚いてはいられないのだ。死んだ女房の通

夜に’The　wife　of　him　whom　God　help　soon　dies．’とばかり、一人ほくそえん

でその幸せを噛み締める亭主など、まだましな部類。〈わらじと女房の面は叩

くほどよくなる＝Awoman，　an　ass，　and　a　walnut　tree，　the　more　they　are　beaten．

the　better　they　be．〉という諺のあるお国のこと、nursery　rhymesの世界では、

女房の背中を叩き折るやら売り飛ばすやら、ついには川に投げ込んだLitlle

Dicky　Dilverのような乱暴狼籍　（‘Little　Dicky　Dilver／Had　a　wife　of　silver，

ノHe　took　a　stick　and　broke　her　back，ノAnd　sold　her　to　the　miller；ノThe　miller

wouldn’t　have　her，／So　he　threw　her　in　the　river．’）も少なくない。だがこの

種のrhymesへの真面目腐った意昧付けやシンボル狩りといった「目」を媒

介とした深読みではなく、rhymesを口唱するという「耳」への快感こそnurs－

ery　rhymesの本領なのではあるまいか。むろんそれは、響きくsound）が意

味（sense）を圧倒したことばの世界がつくりだす快感やおかしさであって、

サディスティックな亭主の生々しい復讐奇談のそれではない。

　こうしたrhymesの残虐性や不道徳が、今まで全く批判されなかったわけ

ではないが、人々の心の深層にTomやDickyの行状に対して快哉を叫んだ

部分があったからこそ、rhymesが生き残ってきたという事実も否定はできな

い。清教徒的な解釈はともかくとして、Dickyのような悪辣非道な行為が、

実に颯爽と歯切れよく唄われてこそ、底意や敵意を感じさせず、人々の心に一

種のカタルシスを与えてくれるのだともいえる。これは暴力を扱ったrhymes
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に限られたことではない。他のrhymesに見られるような人種差別や凄惨さ

についても同様である。そこに繰り広げられている世界は、純粋に「ことば」

がつくりだす非現実の世界なのであって、人間の心理の深層に横たわる陰湿な

薄暗い風景とは無縁の、実体を欠いた「ことば遊び」の世界なのだ。まして、

こうしたrhymesで遊び離す子どもたちの唄の響きに、底意や陰影などあろ

う筈もない。

If　you　sneeze　on　Monday，　you　sneeze　for　danger；

If　you　sneeze　on　Tuesday，　kiss　a　stranger；

If　you　sneeze　on　Wednesday，　sneeze　for　a　letter；

If　you　sneeze　on　Thursday，　something　better；

If　you　sneeze　on　Friday，　sneeze　for　sorrow；

If　you　sneeze　on　Saturday，　see　your　sweetheart　tomorrow；

If　you　sneeze　on　Sunday，　your　safety　seek，

Or　the　devil　will　take　you　for　the　rest　of　the　week．

　くしゃみと曜日を結び付けた、〈fortune－telling　rhyme＝占い唄〉である。

人間の命のエッセンスである魂は息という形で頭の中にあり、「くしゃみ」に

よって魂は瞬間または暫くの間、体外に放り出されるものと信じられていた。

誰かがくしゃみをすると、‘God　bless　you！’というのも、くしゃみは悪魔が

人体に侵入するのを現しているという迷信によるものなのだ。呪文（spe11）や

お祓い（exorcism）や魔法（witchcraft）が横行した時代、曜日とその吉凶を

唄に織り込んで教えたのは、実は現実生活の上での智恵や方便であったのかも

知れない。そして唄の内容が迷信として色槌せてしまった現在でも、曜日とそ

のイメージとは、人々の胸のどこかに依然としてその余韻を響かせているの

だ。
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Wash　on　Monday，

Iron　on　Tuesday，

Bake　on　Wednesday，

Brew　on　Thursday、

Church　on　Friday，

Mend　on　Saturday、

Go　to　meeting　on　Sunday．

　曜日とその日の家庭行事を唄った〈almanac　rhyme＝行事唄〉である，1620

年11月ll日の月曜日、Massachusetts州で有名なMay－Flower　Compactが作

成されたが、この日Provicetownに上陸したMayflower号の婦人たちが久

し振りに洗濯をしたという故事から、月曜日が‘Washing　Day’と呼ばれるよ

うになった。また「水曜日は床の掃除、木曜日は家具のはたきがけ、金曜日は

パンを焼き、土曜日はダンスに出かけ、日曜日は教会に行く」とした〈ring

song＝輪投げ唄〉もある。どれも昔それぞれの家庭が、曜日によって行事を決

めていた名残であるが、現在でもこれを実行している家庭もあり、特に月曜日

のwashing　dayは一般的である。また、生まれた曜日によるその人の運勢や

性格などを唄った〈fortune－telling　rhyme＝占い唄〉なども、曜日に纏わる英

語のイメージとして、今でも生き生きと歌い継がれているのである。

Thirty　days　hath　September，

April，　June，　and　November；

All　the　rest　have　thirty－one，

Excepting　February　alone，

（5）

And　that　has　twenty－eight　days　clear

And　twenty－nine　in　each　leap　year．
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　Halliwellが＜scholastic＞にOpieが〈a　little　learning＞に分類しているが、

各月の日数を覚えるため（rule　to　know　how　many　days　every　month　in　the

year　hath　Oxford　Dictionary　of～Vurser＞’　Rhymes）の〈mnemonic　rhyme＝覚え

唄〉である。このrhymeは、握りこぶしを作った人差し指の第3関節の凸部

が1月で大の月、次の凹部が二月で小の月と数えて行き、8月でまた元に戻っ

て大の月と続ける。Trocheeが主調のfalling　meterは後半3行をanacrusis

で起こし、aa　bb　ccとcoupletに脚韻を踏んで口諦しやすく、わが国の「西

向く侍小の月」に勝るとも劣らない端正なものである。

January　bring　the　snow，

Makes　our　feet　and　fingers　glow．

February　brings　the　rain，

Thaws　the　frozen　lake　again．

March　brings　breezes，　loud　and　shrill，

To　stir　the　danc▲ng　daffodilL

April　brings　the　primrose　sweet，

Scatters　daisies　at　our　feet．

May　brings　flocks　of　pretty　lambs

Skipping　by　their　fleecy　dams．

June　brings　tulips，　lilies，　roses，　．

Fills　the　children’s　hands　with　posies．

Hot　July　brings　cooling　showers，

Aphcots，　and　g川y刊owers．

August　brings　the　sheaves　of　corn，

Then　the　harvest　home　is　borne．

Wam　September　brings　the　fruit；

Sportsmen　then　begin　to　shooし
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Fresh　October　brings　the　pheasant：

Then　to　gather　nuts　is　pleasant．

Dull　November　brings　the　blasts；

Then　the　leaves　are　whlrling　fasし

Chill　December　brings　the　sleet，

Blazing　fire，　and　Christmas　treat

　〈almanac　rhyme＝暦唄〉と呼ばれるrhymeである。気象の変化を暦に頼っ

ていた田舎の人たちは、気象や行事を織り込んで唄い、農作業や祝祭日や行事

など、日々の生活の目安としてきたのである。

Spring　is　showery，　fiowery，　bowery；

Summer　is　hoPPy，　cropPy，　poPPy；

Autumn　is　wheezy，　sneezy，　freezy：

Winter　is　sUpPy，　dripPy，　nipPy．

　春夏秋冬それぞれの季節感を唄ったrhymeだが、こうしたrhymesに唄い

興じながら、子どもたちは自然に季節感をことばとしても身に付けて行く。例

えば、atmanac　rhymesで‘blackest　month’とも呼ばれる1月は、日差しが弱

く北風と雪の荒涼とした不毛の季節であり、雪解けの2月も、‘As　the　days

grow　longer，／　The　storms　grow　stronger．’と日が長くはなるものの、まだ荒々

しい天候が続く。March　windが猛り狂う3月は、‘March　has　many　weath－

ers．’と天候は不安定。‘Rain　in　April’という4月も、‘April　weather：／Rain

and　sunshine　together．’と激しい騨雨とまばゆい太陽の輝きが交錯する気まぐ

れな（the　month　of　moods）天候の月。そして、‘March　wind　and　April　shower

／Bring　forth　May　flower．’と唄われる、青葉若葉の新鮮な5月の到来となる。

‘Buds　in　May’と唄われる5月は、小鳥たちが噂り花という花が一斉に咲き
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競う。気候が穏やかで‘leafy　June’と称される6月は、澄んだ大気と涼しい

風、木々が繁り輝かしい太陽の光が燦々と降り注ぐバラの季節。‘sweet・sum－

mer－time’と呼ばれる7月は、　dog　days（盛暑期）とはいえ穏やかで、‘Play　in

July’と呼ばれるスポーツの季節でもある。8月は、麦畑の麦が頭を垂れる

（℃orn－fields　bow　the　head’）成熟と稔りの初秋。‘School　in　September’と

呼ばれる新学期の9月は、甘く熟した果実の季節だが、‘September　turns　the

green　leaves　brown．’という仲秋でもある。晩秋10月は、収穫祭を終ると、

‘Button　to・chin／When　October・comes　in．’と唄われるように、朝夕は冷え冷

えとしてくる。冷たい太陽（‘cold　sun’）のll月は、北風が吹き始める陰雀で

荒涼とした初冬。クリスマスの12月は、℃01d　and　raw　the　north　wind　doth

blow！Bleak　in　the　morning　early，／All　the　hills　are　covered　with　snow，／And

the　winter’s　now　come　fairy．’と唄われる冷え冷えとした霜の季節である。

，　Mr．　East　gave　a　feast；

　Mr．　North　laid　the　cloth；

　Mr．　West　did　his　best；

　Mr．　South　bumt　his　mouth

　With　eating　a　cold　potato．

　これも東西南北（north，　s皿th，　east　and　west）を覚えるための＜mnemonic

rhyme＝覚え唄〉であるが、「東氏が冷たい馬鈴薯を食べて口に火傷をした」

という奇想天外でナンセンスな発想は、まさしくnursery　rhymes的である。

この場合にも、East：feast，　North：cloth，　West：bestと軽妙酒脱に韻を踏んだ

時点で、あわれSouth氏の口の運命は決定されてしまったといってよい。

諺も〈East　is　East，　West　is　West．＝東は東、西は西〉であり、〈The　longer

eas“he　shorter　west．＝東が長ければ西は短い〉のも当然といいながら、＜East

and　west　become　the　same．＝西も東も（結局は）同じ〉と、矛盾を隠さない。
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日の出と幼年時代と春を象徴するeastは、民間伝承では〈When　the　wind　is

in　the　east、／It’s　good　for　neither　man　nor　beast．＝東の風は人間にも獣にも益

をもたらさない〉と、方位としては凶。日没と完結と秋を象徴するwestは、

‘When　the　wind　is　in　the　west，／Then’tis　at　the　very　best．＝西の風は吉「と方

位は吉。太陽と生命と夏を表すsouthは、‘When　the　wind　is　in　the　south，／It

blows　the　bait　in　the　fishes’mouth．＝＝風が南に変われば、魚が餌を食うように

なる’と生命の息吹が唄われて吉方。闇と夜と死と冬を象徴するnorthは、

‘Out　of　the　North　（a　cold　wind，　a　shrinking　cloth，　and　a　dissembling　man）

all　ill　comes　forth．＝すべての悪（寒風・縮む布地・本心を偽る人間）は北か

ら来る’鬼門といったイメージが強い。だからといって方位による吉凶が、広

く信じられているという意昧ではない。nursery　rhymesでは、音韻上の成り

行きを中心としてことばを結んで行く結果、意外性に満ちたイメージが連続

し、ナンセンスな楽しさを作り出す。これがnursery　rhymesの大きな魅力と

もなっているのである。

No　Plan　Like　Yours　to　Study　History　Wisely．

　歴代の英国王家の家名を覚えるための〈acrostic＝折り句〉である。各行の

はじめの文字（single　acrostic）や、はじめと終わりの文字（double　acrostic）

を集めて語句などを作る遊戯唄で折り句の一種だが、～Vorman，　Plantagenet，

Lancaster，　York，　Tudor，　Stuart，　Hanover，　WTindsorと続いた英国王家の歴史を、

〈There　is　no　royal　road　to　learning．〉という諺にhistoryを掛けたこの折り

句は見事である。子どもの頃のこうしたnursery　rhymesで遊んだ言語体験が、

後年CARE（Co－operative　for、American　Remittances　to　Europe，　Inc．）やpen－

club（＝Intemational　association　of　Poets，　Playwrights，　Editors，　Essayists　and

Novelists）のように、本来care，　penという語の持つ意昧と機能と、同時に

同形同音の二つの協会とが、見事に結び合った〈acronym＝：頭文字語〉を生み
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出す素地となっているのである。

おわりに

Call　a　woman　a　kitten，　but　never　a　cat；

You　can　call　her　a　mouse，　cannot　call　her　a　rat；

Call　a　woman　a　chicken，　but　never　a　hen；

Or　you　surely　will　not　be　her　called　again．

You　can　call　her　a　duck，　cannot　call　her　a　goose二

You　can　call　her　a　deer，　never　a　moose；

You　can　call　her　a　lamb，　but　never　a　sheep；

Economic　she　likes，　but　you　can’t　call　her　cheep．

You　can　say　she’s　a　vision，　can’t　say　she’s　a　sight；

And　no　woman　is　skinny，　she’s　slender　and　slight；

If　she　should　burn　you　up，　say　she　sets　you　afire；

And　you’11　always　be　welcome，　you　tricky　old　liar．

　　　　　　　　　　　　John　E．　Donovan：‘‘Semantics”

　1946年7月13日号のThe　Saturday　Evening　Post紙に掲載された歌手Donovan

の歌詞である。あることばに対して、その言語文化圏の成員がほぼ共通して持

つことばのイメージは、大部分は言語獲得期に形成される。共通した教育や躾

を受け地域や学校で非特定の多数と交わり、外でも家庭でもnursery　rhymes

やnursery　talesという共通のことばの洗礼を受け、ことばを共有しあって遊

ぶのはこの時期をおいて他にない。しかも明確なリズムを必要とする遊びのこ

とばは大部分が伝承的であり、したがってその国特有の物の見方や考え方をこ
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とばが担っているのである。

　英語圏の人々が揺藍期から空気のように呼吸して血肉と化したnursery

rhymesは、「欽定英訳聖書』とShakespeareとともに、英語の言語文化を豊

かにした一×遺産なのである。文学作品は無論のこと、新聞・雑誌をはじめ広

告から日常の会話にいたるまで、唄の文句の引用やパロディー化、唄の主人公

の借入など、nursery　rhymesの投げかける影は限りなく大きい，例えば、

Eugene　Fieldが‘Little　Boy　Blue’を、　Spenserが風刺詩の副題に‘Old　Mother

Hubbard’を借用しているのはじめ、　R．　KiplingのJust　So　StoriesのTaffyや

Louisa、　M．　AlcottのLittle　WomenのHannahも、　nursery　rhymesの主人公像

を抜きにしては語り難い。酒場女の名前にElsieが多く、跳ね返り娘をJoan

と名付けたり、Sueがsulky、　Gillyがsilly、　Elsieが1azyといった人物像と

結び付くのも、nursery　rhymesと密接に関連しているのである。

　このように現代でもその旺盛な生命力を維持し、英語圏の人々の言語生活全

体にその影響が見られるnursery　rhymesを、われわれは余りにも多くの偏見

によって軽視しつづけてきた。偏見といえば、anagram，　pun，　parody，　palin－

drome，　lipogramといった言語遊戯はもとより、anapholaやepistropheといっ

た通常の詩的技法さえ軽んじられてきたのである。ことば遊びやnursery

rhymesやnursery　talesは、文字に接する以前のことばであり、耳をくすぐっ

たことばのイメージは、大人になってからも断絶することなく続いているの

だ。

　単にことばの辞書的な背景を捕捉しているだけでは、単純なリズムと不可思

議な表現の持つ土俗性はおろか、ことばの背後に潜む複雑な民族の無意識など

捉えられる筈もない。表意文字である漢字を主体とするわが国のことばとは違

い、表音文字である英語の場合には、活字という視覚への過度の傾斜によって

は、ことばの拡がりと厚みを学ぶことは困難などではなかろうか。
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